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(1)鉄酸化細菌単離株が作るOU-LBIOXの高次階層的微細構造 (非晶質構造1次粒子 (直径 3nm)
から成る巾50nmの繊維が集合した直径約 1〃.mのパイプ状形状),細孔分布と比表面積,構成元素の種
類と比率,化学結合状態や鉄の価数を明らかにした｡
(2)SIGI'培地中でのOU-LBIOXの形成過程を,主にその初期 (1日から3日)における分泌物と鉄
の沈着に注目して電子顕微鏡による高度な観察 ･分析を駆使することにより見事に解明した｡更に,得
られた結果を基礎として形成過程モデル図の提案に成功した｡
(3)oUMSlの異なる2種類の培養 (sIGP培地中での培養と自然環境下での培養)で形成される酸化
鉄鞘の性状と物性の違いを明らかにするために,本学農場に設置した自然環境状態の地下水浄化槽中で
のOUMSlの純粋培養法を初めて開発した｡次いで,この新しい方法を用いて,地下水培養での酸化鉄
鞘の形態的特徴および化学組成が sIGP培地での培養の鞘と異なることを見出したoこの相違は,両者
のC含有量の違いによる細胞代謝への影響が分泌量の相違をもたらした結果であると推察された｡
(4)OU-L-BIOXの機能探索の1つとして,Liイオン2次電池の負極材への応用を試みたところ,鷲
くことに現行のグラファイト負極材の特性を大幅に凌駕する優れた特性を示すことを世界で初めて見
出した｡
同氏の成果は,英文誌へ掲載論文が6編 (第1著者 :2編)である｡
以上の様に,同氏の研究は微生物学と材料化学の融合的な挑戦的研究であって,その成果が世界を先
導するもので,学術上のみならず産業上も画期的であり極めて高く評価できる｡
よって,本論文は学位 (博士)論文として十分に値する｡
